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第三者評価結果の公表事項(児童養護施設) 

①第三者評価機関名 

特定非営利活動法人 北九州シーダブル協会 

 

②評価調査者研修修了番号 

SK2021257 14-a00026 SK2021256 

 

③施設の情報 

名称： 社会福祉法人 福岡育児院 種別：児童養護施設 

代表者氏名： 平井 重治 定員（利用人数）： ４８名（３５名） 

所在地： 〒812-0063 

      福岡市東区原田２丁目１１番１３号 

TEL：０９２－６２１－２２４１ ホームページ：//www.ikujiin.com/ 

【施設の概要】 

 開設年月日 昭和４３年１０月１４日 

 経営法人・設置主体（法人名等）： 社会福祉法人 福岡育児院 

 職員数 常勤職員： ４４人     非常勤職員  １０人 

 有資格 

職員数 

保育士 ２５人  心理士 １人  

栄養士  １人  調理員 ５人  

児童指導員 １６人  

 施設・設備

の概要 

居室２０・学習室 ２・保育室１ 食堂厨房 １・ 会議室他８ 

心理療法室 １ ・トイレ ６ 医務室 1  ・プレイルーム１ 

 

④理念・基本方針 

理念   

こどもたちが「福岡育児院で育てられて良かった」と思える施設づくり   

 

一、入所児童の権利擁護を基本理念として、こどもを中心に据えた養育の充実と治療的な

ケアも含め、ひとりのこどもに全職員で向き合い、社会的自立にいたるまでの援

助・支援を行う 

一、基本的な生活習慣や節度ある態度の涵養と、自らを認める自尊感情や物事への感謝等

人間関係の基礎を培う。 

一、学習に励み、勤労を学び、困難にくじけない忍耐力とお互いに協力する精神を育てる。 

一、創意工夫する態度を身につけ、自主的に又、合理的に物事を判断する力を養う。 

一、身の回りの清潔に対する関心を高め、健康に留意する等の衛生観念を養うとともに、美

しいものを愛し、豊かな心を育てる。 

http://www.ikujiin.com/


基本方針 

（１）家庭的養護の推進 

施設の小規模化、地域分散化を計画的に進めていく。また、地域のニーズに対応するため、

本体施設の高機能化、多機能化を目指す。 

（２）良質な職員の確保と育成 

真に子どもの養育に情熱と愛情をもてる職員を確保・育成するため、次のような事を重点

方針とする。 

ア 職員の資質・処遇技術等の向上を図るため、院内における専門講師による職員研修

を継続するとともに、院外研修への参加を促進する。 

イ 良質な職員を確保するため、ハローワーク（職安）や福岡県社会福祉協議会の人材

センター等を通じた公募による職員採用を行う。 

（３）居住環境や職員の執務環境 

地域小規模児童養護施設では、子どもたちのより良き居住環境を保持・増進するために、

必要な設備の設置・物品購入等を行う。 

（４）施設運営の透明化の推進 

まずは、外部の公認会計士による財務諸表のチェックや、事業報告、義務付けられている

第三者評価の受審及び結果等を定期的にホームページにて公開を行う。 

   つぎに、社会福祉事業の経営に適正を欠いたり、営利の追求を行うことのないよう、評議

員の意見を聞くことによって、民主的で適正な事業運営をより一層追及する。 

また、苦情解決委員会の第三者委員の氏名、連絡先もホームページや施設の玄関口に公示

する。あわせて、苦情解決結果も定期的に公開する。 

   最後に、地域との連携を深めていくためにも、先ずは施設の状況をお知らせすることに

よって、福岡育児院を身近に感じていただくよう努める。 

 

 

⑤施設の特徴的な取組 

○大学・短大等進学者への支援の充実。施設独自の支援金制度（福岡育児院後援会・那の津LC基

金）により、返済義務無しで支給される。 

〇人員配置の充実。特に一時保護・ショートステイ部については、最低基準以上の人員を配置

し、よりこまやかな支援ができるため、基本的生活習慣を培うだけでなく、愛着形成と自尊

感情の増進を図ることが出来るよう取り組んでいる。  

○児童養護施設を取り巻く環境や経営状況についての分析・検証を行い、その対応策を検討し、

利用者数・利用者像等について、施設が位置する地域での特徴や変化を把握するよう努めて

いる。 

○施設内研修や外部からの講師による研修を積極的に取り組んでいる。また、外部研修後の職

 

 

 

 

 



員会議の中で研修報告やロールプレイなどを行い、職員間での研修内容の共有化を図っている。 

○研修については、院内でのリモート会議を取り入れ、数多く実施できている。 

○職員への福利厚生として、年２回の健康診断の実施、マスクやウィルス予防グッズの支給等

を行っている。 

○介護休暇や育産休、職員の私事による勤務の振り替え、長期休暇取得の推奨等、職員の希望

の聴取等をもとに柔軟性を持たせた働きやすい職場づくりに向けた取組を進めている。 

〇働きやすい仕組みづくりの促進のために、相談窓口として社労士に相談できる体制をとって

いる。 

〇地域と施設の相互交流を促進するために、地域の体育協会に職員が参加し、企画・運営に協

力している。また、地域行事には、子ども達が校区運動会、夏祭り、歩こう会、文化祭等の地

域行事へ参加している。 

○地域の小・中学校との連携を図るため、年に１度学校の先生を招いて、交流会が行われてい

る。 

○権利侵害の防止・子どもの思想・信教の自由について、年に１度、全児童へ「権利ノート」に

則って、説明と聞き取り調査が行われている。その内容については、児相と施設で会議の場

を持ち、施設にフィードバックが行われ、検討会を開催している。 

○職員の外部研修への参加を進めている。また、大学教員をスーパーバイザーとしたケース検

討会を開催している。 

○意見箱を各所に配置し、意見があった場合は、施設長が直接確認し、児童や職員と検証し改

善する取組を行い、自由に意見が言えるような配慮を行っている。 

○施設内研修において外部講師を招いて、子どもが問題行動を起こす背景や原因を十分に踏ま

えたうえで事例検討会を行うことにより、子どもの内面の理解、また、その対応の方法等を

学び、対応の強化を図っている。 

〇施設内の死角となる場所の見回りや、職員間の情報共有で問題が発生しないように、日常業

務において配慮しながら予防に努めている。 

〇問題が発生した場合は迅速に対応が取れるように、ケースの振り返りや現状分析が行われる

体制を整えている。また、必要に応じて児童相談所等の関係機関と連携し、一時的に分離を行

って養育・支援するなどの対応を行っている。 

 

 

⑥第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

                     

令和 ６ 年 １１ 月 １日（契約日）～  

令和 ７ 年 ３ 月１７日（評価確定日） 

前回の受審時期（評価結果確定年度） 令和  ２ 年度 

 

 

 

 

 

⑦総評 



◇特に評価の高い点 

○ 令和６年度より、本体施設のオールユニット化をスタート。定員を３６人に減員して個室を

完備することで、より家庭的な養育環境で生活出来るように取り組んでいる。また、既存の

本体施設の改修に入り、専門的ケアや地域支援を行うセンター施設として高機能化を目指す

と共に、ショートステイ事業、一時保護事業の拡充、緊急一時保護への対応等、利便性の良

さを活かして地域の子育て支援の拠点となるよう取り組み始めている。 

○ 地域行事（校区運動会、夏祭り、歩こう会、文化祭など）に子ども達が参加し、年に１度、

地域の小・中学校の先生を招いて交流会を開催し、関係を築いている。 

○ 全日本司厨士協会主催の洋食バイキング招等、多くの招待行事、福岡西ローターアクトクラ

ブとの交流会、福岡那の津ライオンズクラブとの交流会等対外的な交流が盛んに行われてい

る。 

○ 福岡育児院後援会（平成１５年４月~）、那の津ＬＣ基金から、進学に伴う学費や就職時の支

度金、免許取得費用の支援がある。（施設独自の支援金制度→返済義務なしで支給） 

○ 施設内研修において外部講師を招いて事例検討会を実施し、外部研修受講を奨励して大学教

員をスーパーバイザーとしたケース会議を開催している。また、人事考課シートを使った評

価にも取り組んでいる。 

○ スポーツ活動、文化的芸術活動、野球観戦、映画鑑賞、夜の水族館、キッザニア福岡、ジブ

リ展等に取り組み、充実した暮らしの支援に取り組んでいる。 

〇 福祉に関わる次世代の育成に向けて、実習生を積極的に受け入れている。大学、短大、専門

学校より合わせて３２名（保育士２９名、社会福祉士３名）を受け入れている。 

◇改善を求められる点 

〇 ユニット化になったことによる情報共有、連携の難しさ。地域小規模も含めた全体の運営体

制の統一が望まれる。 

〇 人材確保と、職員が働き続けられることのできる環境作りを期待したい。（前年度８人採用

７人退職） 

〇 慢性疾患のある子どもが増える中で看護師の配置がないので、職員が医療や健康に関する知

識を学ぶ機会を多く設け、職員一人ひとりのスキルアップに取り組むことを期待した 

 

 

⑧第三者評価結果に対する施設のコメント 

当施設では、前回に評価していただいたことを継続し、改善を求められたことについては真摯

に受け止めて実践を重ねてまいりました。本年度に新築・改修工事がおわり、小規模化すること

でより家庭的な環境での生活がスタートしました。小規模化して初めての第三者評価でしたが、

新たな課題やより良い支援について考える良い機会となりました。 

評価結果については、様々な資料、施設訪問での聞き取りや見学等、丁寧に細かく見ていただ

いたことがコメント内容で伝わり、誠に感謝申し上げます。職員では気付かなかったことを知る

ことが出来ましたので、今後も改善を進めたいと思います。またこれからも、今まで結び続けた

地域や他機関とのつながりを大切にし、子どもたちが健やかに成長し、安心安全な児童養護施設

を目指し、いただいた評価をもとに今後も頑張っていきたいと思います。 

この度は、有意義な機会をいただきまして、誠にありがとうございました。 



⑨第三者評価結果 

  別紙の「第三者評価結果」に記載している事項について公表する。 

 第三者評価結果（児童養護施設） 

※すべての評価細目（共通評価基準 45項目・内容評価基準 25

項目）について、判断基準（a・b・cの 3段階）に基づいた

評価結果を表示する。 

※評価細目毎に第三者評価機関の判定理由等のコメントを記

述する。 

 

共通評価基準（45 項目） 

評価対象Ⅰ 養育・支援の基本方針と組織 

Ⅰ-１ 理念・基本方針 

 第三者評価結果 

Ⅰ-１-(１) 理念、基本方針が確立・周知されている。 

1 Ⅰ-１-(１)-① 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。 b 

<コメント> 理念・基本方針を見やすい場所に掲示し、パンフレット、広報誌、ホームペ

ージにも掲載して、保護者の理解に繋げている。毎月の会議の中で理念の意義や目的を話

し合い、職員一人ひとりが理解出来る取り組みを行っている。 

 

 

Ⅰ-２ 経営状況の把握 

 第三者評価結果 

Ⅰ-２-(１) 経営環境の変化等に適切に対応している。 

2 Ⅰ-２-(１)-① 施設経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・

分析されている。 

a 

<コメント> 施設長は、事業所の利用状況、経営状況を分析し内容の把握に努め、施設経

営の安定性や将来展望を視野に入れた対応を行っている。外部の研修会に施設長が参加

し、福祉事業の情報収集に取り組んでいる。 

 

3 Ⅰ-２-(１)-② 経営課題を明確にし、具体的な取組を進めてい 

る。 

a 

<コメント> 事業所の経営環境、経営状況を把握し、課題について役員会や理事会で報告

している。また、職員会議の中で内容を説明し理解を得て、事業の小規模化、地域分散化

に取り組んでいる。 



  

Ⅰ-３ 事業計画の策定 

 第三者評価結果 

Ⅰ-３-(１) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。 

4 Ⅰ-３-(１)-① 中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定され

ている。 

b 

<コメント> 理念や基本方針を基に、中・長期計画を策定し、社会的養育ビジョンを基

に、地域小規模の増設や一時保護専用施設の整備に取り組み、数値目標や具体的な実施計

画を設定している。 

5 Ⅰ-３-(１)-② 中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されて

いる。 

b 

<コメント> 単年度の計画は、中・長期計画の中から、数値や目標の設定が、具体的な内

容になる様に策定し、小規模施設を個室で建て替え、新築ユニットを建設して、全個室化

で、家庭的になるように工夫している。 

Ⅰ-３-(２) 事業計画が適切に策定されている。 

6 Ⅰ-３-(２)-① 事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが

組織的に行われ、職員が理解している。 

b 

<コメント> 職員の意見を集約して事業計画を策定し、定期的に実施状況の確認を行い、

その結果を踏まえて事業計画の見直しをその都度行われている。 

7 Ⅰ-３-(２)-② 事業計画は、子どもや保護者等に周知され、理解を

促している。 

b 

<コメント> 事業計画を子ども会議の中で説明し、保護者に対しては入所時に説明し、理

解を得ている。 

 

Ⅰ-４ 養育・支援の質の向上への組織的・計画的な取組 

                        第三者評価結果 

Ⅰ-４-(１) 質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 

8 Ⅰ-４-(１)-① 養育・支援の質の向上に向けた取組が組織的に行わ 

れ、機能している。 

a 

<コメント> 外部研修会に職員が交代で参加し、内部研修の中で報告を行い、職員間で知

識の共有に取り組んでいる。毎年１回職員の自己評価を実施し、施設長は、職員と個人面

談を行い職員の悩みや心配事の相談を受けて話し合い、職員の意欲の向上に取り組んでい

る。 

9 Ⅰ-４-(１)-② 評価結果にもとづき施設として取り組むべき課題

を明確にし、計画的な改善策を実施している。 

a 

<コメント> 第三者評価結果の内容を分析し、課題や改善点を職員間で共有し、職員が連

携を図り、事業運営や業務改善に取り組んでいる。定期的に実施状況を確認し、課題解決



に向けた取り組みが行われている。 

評価対象Ⅱ 施設の運営管理 

Ⅱ-１ 施設長の責任とリーダーシップ 

 第三者評価結果 

Ⅱ-１-(１) 施設長の責任が明確にされている。 

10 Ⅱ-１-(１)-① 施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し

理解を図っている。 

b 

<コメント> 施設長は事業所全体の責任と、自覚をもって経営管理に取り組み、施設長の

役割と職務分掌を職員全員に説明し理解を得ている。災害や事故等の有事における責任体

制を明確にして、非常時に備えている。 

11 Ⅱ-１-(１)-② 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を

行っている。 

a 

<コメント> 施設長は遵守すべき、倫理規定、就業規則、個人情報、コンプライアンス規

定等を重視し、職員全員が理解出来るように具体的な事例を挙げて説明している。 

Ⅱ-１-(２) 施設長のリーダーシップが発揮されている。 

12 Ⅱ-１-(２)-① 養育・支援の質の向上に意欲をもち、その取組に指

導力を発揮している。 

a 

<コメント> 事業所が実施している養育・支援内容を施設長が把握し、職員会議の中で課

題解決に向けて話し合い、サービスの質の向上と質の確保を目指している。施設長は職員

の意見や要望が業務に反映出来るように取り組んでいる。 

13 Ⅱ-１-(２)-② 経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力

を発揮している。 

a 

<コメント> 人事や財務、業務について施設長が把握し、指導力を発揮して職員の特技や

能力を活用し、働きやすい職場環境に取り組んでいる。また、組織内改革や業務改善につ

いて意見交換を行ない、職員の意見や要望が反映出来るように取り組んでいる。 

 

Ⅱ-２ 福祉人材の確保・育成 

 第三者評価結果 

Ⅱ-２-(１) 福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。 

14 Ⅱ-２-(１)-① 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計

画が確立し、取組が実施されている。 

a 

<コメント> 一般的な募集活動の他に、合同就職説明会に参加して人材の確保に取り組ん

でいる。家庭支援専門相談員、心理士、保育士等の専門職員を配置している。 

15 Ⅱ-２-(１)-② 総合的な人事管理が行われている。 b 

<コメント> 施設長は、理念や基本方針に基づいた養育・支援の取り組みや考え方を職員

に説明し、総合的な人事管理に取り組んでいる。職員の処遇改善にも取り組み、職員が意



欲的に働ける職場を目指している。 

Ⅱ-２-(２) 職員の就業状況に配慮がなされている。 

16 Ⅱ-２-(２)-① 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づ

くりに取り組んでいる。 

b 

<コメント> 職員のサービス残業や休日出勤を少なくして、有給休暇も取りやすい勤務体

制を整えている。職員の心身の健康と安全の確保、ワーク・ライフ・バランスに配慮し

て、働き易い職場を目指している。 

Ⅱ-２-(３) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。 

17 Ⅱ-２-(３)-① 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。 a 

<コメント> 職員の経験や習熟度に合わせて一人ひとりが目標を設定し、施設長が職員と

の個人面談の中で、目標達成状況の確認を行い、次年度の目標設定を目指している。        

18 Ⅱ-２-(３)-② 職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定さ 

れ、教育・研修が実施されている。 

b 

<コメント> 求められる職員の在り方について、職員の教育や研修を実施し、専門資格の

取得と合わせ、正規職員以外の職員も、研修や資格を取得することが出来る職場である。

また、外部からスーパーバイザーを招聘して事例検討を行っている。 

19 Ⅱ-２-(３)-③ 職員一人ひとりの教育・研修等の機会が確保されて

いる。 

b 

<コメント> 外部研修に職員の経験や習熟度に合わせて受講できる体制を整え、階層別、

職種別、テーマ別の研修に参加して、職員一人ひとりの知識や技術の向上に取り組んでい

る。 

Ⅱ-２-(４) 実習生等の養育・支援に関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。 

20 Ⅱ-２-(４)-① 実習生等の養育・支援に関わる専門職の研修・育成

について体制を整備し、積極的な取組をしている。 

b 

<コメント> 実習生の受け入れのマニュアルや守秘義務、オリエンテーションを明確化に

し、実習校と連携して、実習生に合わせたプログラムを用意している。実習校で学生に事

業所の説明や就職説明会も行っている。 

 

Ⅱ-３ 運営の透明性の確保 

 第三者評価結果 

Ⅱ-３-(１) 運営の透明性を確保するための取組が行われている。 

21 Ⅱ-３-(１)-① 運営の透明性を確保するための情報公開が行われ

ている。 

a 

<コメント> ホームページや広報紙に事業所の特色ある実践状況や活動内容を公表してい

る。第三者評価結果をインターネットで公表し、広報誌「ふれあい」を地域や関係機関に

配布して運営の透明性を確保している。 



22 Ⅱ-３-(１)-② 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取

組が行われている。 

a 

<コメント> 事業所の事務、経理、取引等について、外部の専門家に相談し、内部監査の

実施状況を公表している。福岡市による監査を毎年受けて指導内容を検討している。公認

会計士による財務諸表のチェック体制が整い、運営の透明性を高めている。 

 

 

Ⅱ-４ 地域との交流、地域貢献 

 第三者評価結果 

Ⅱ-４-(１) 地域との関係が適切に確保されている。 

23 Ⅱ-４-(１)-① 子どもと地域との交流を広げるための取組を行っ

ている。 

a 

<コメント> 子ども達と職員は地域の行事や活動(校区運動会、夏祭り、歩こう会、文化

祭)に積極的に参加し、ホームの行事や活動にも地域の方に参加してもらい、地域福祉事

業の拠点を目指している。 

24 Ⅱ-４-(１)-② ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確

にし体制を確立している。 

b 

<コメント> ボランティア受入れのマニュアルを整備し、登録、申し込み手続きの書類や

受入れ担当者を配置し、ボランティアの受入れがスムーズに対応出来る体制を整えてい

る。 

Ⅱ-４-(２) 関係機関との連携が確保されている。 

25 Ⅱ-４-(２)-① 施設として必要な社会資源を明確にし、関係機関等

との連携が適切に行われている。 

b 

<コメント> 福祉事務所、児童相談所、保健所、病院、学校、地域の他事業所等の社会資

源とネットワークを有効に活用して、関係機関に問題提起し、解決に向けて取り組んでい

る。また、退所後のフォローアップを関係機関と連携を図っている。 

Ⅱ-４-(３) 地域の福祉向上のための取組を行っている。 

26 Ⅱ-４-(３)-① 地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行わ

れている。 

a 

<コメント> 関係機関と連携を図りながら、民生委員や園長会等の事業所見学を受け入

れ、地域福祉のニーズを把握して地域の問題点には積極的に関わり、ハイリスク家庭の支

援に取り組んでいる。非常災害時に地域と防災協定を結び、相互協力体制を築いている。 

27 Ⅱ-４-(３)-② 地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動

が行われている。 

b 

<コメント> 地域の行事や活動に、準備段階から職員や子ども達が積極的に参加し、地域



と一体となって行事を支え、地域から頼りにされている。また、第三者委員と虐待防止の

意見交換を行い、信頼される事業所を目指している。 

 

評価対象Ⅲ 適切な養育・支援の実施 

Ⅲ-１ 子ども本位の養育・支援 

 第三者評価結果 

Ⅲ-１-(１) 子どもを尊重する姿勢が明示されている。 

28 Ⅲ-１-(１)-① 子どもを尊重した養育・支援の実施について共通の

理解をもつための取組を行っている。 

a 

<コメント> 毎月の職員会議の中で、被措置児童虐待防止マニュアルを唱和して職員が理

解し、子ども一人ひとりを尊重した養育・支援に取り組んでいる。職員は人権研修、身体

拘束、虐待防止の研修を受講して、子どもの尊厳を守る支援に取り組んでいる。 

29 Ⅲ-１-(１)-② 子どものプライバシー保護に配慮した養育・支援が

行われている。 

a 

<コメント> 子どものプライバシー確保について、職員会議の中で常に話し合い、子ども

達にもプライバシーの大切さを説明している。居室は出来るだけ個室に近い環境整備に取

り組み、鍵付きのロッカーを設置して、子どものプライバシー保護に配慮している。 

Ⅲ-１-(２) 養育・支援の実施に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。 

30 Ⅲ-１-(２)-① 子どもや保護者等に対して養育・支援の利用に必要

な情報を積極的に提供している。 

a 

<コメント> 事業所の特徴を分かり易く掲載したパンフレットやホームページを用意し、

見学時には生活の場を見てもらい、担当者が説明して子どもや保護者の安心に繋げてい

る。 

31 Ⅲ-１-(２)-② 養育・支援の開始・過程において子どもや保護者等

にわかりやすく説明している。 

b 

<コメント> 利用開始や変更時に子どもや保護者と話し合い、事業所が定めた様式(手順

書、生活のしおり、同意書)を子どもや保護者に分かり易く説明し、子どもにとって最善

の方法で養育・支援が行われるように努力している。 

32 Ⅲ-１-(２)-③ 養育・支援の内容や措置変更、地域・家庭への移行 

にあたり養育・支援の継続性に配慮した対応を行っている。 

b 

<コメント> 措置変更や地域、家庭への移行がスムーズに出来るように、行政や児童相談 

所と連携して支援に取り組み、措置変更や地域、家庭への移行が、子どもの不利益になら 

ないように配慮している。 

Ⅲ-１-(３) 子どもの満足の向上に努めている。 



33 Ⅲ-１-(３)-① 子どもの満足の向上を目的とする仕組みを整備し、

取組を行っている。 

a 

<コメント> 嗜好調査や子ども集会、月 1回の個別の聴き取り等を行い、子ども達の思い

や意向、心配な事等を職員が把握し、職員会議で検討して子どもの満足に繋がる養育・支

援に取り組んでいる。 

３－１－（４） こどもが意見等を述べやすい体制が確保されている。 

34 Ⅲ-１-(４)-① 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能して

いる。   

a 

<コメント> 苦情受付責任者や担当者名を明示し、定期的に外部の第三者委員会と協議

し、苦情解決の取り組みが組織として整っている。玄関に意見箱を設置し、子ども集会の

中で意見や要望を把握して、苦情解決に向けた支援が行われている。子どもアドボカシー

センターから毎週訪問を受けて、子ども達の意見や要望が表出し易い環境を整えている。 

35 Ⅲ-１-(４)-② 子どもが相談や意見を述べやすい環境を整備し、子

ども等に周知している。 

a 

<コメント> 担当職員が子どもと個別で話しが出来る部屋(心理療法室、相談室)を確保

し、コミュニケーションを取りながら、子どもの意見や要望を聴き取り、相談し易い環境

整備に取り組んでいる。 

36 Ⅲ-１-(４)-③ 子どもからの相談や意見に対して、組織的かつ迅速

に対応している。 

b 

<コメント> 子ども達に毎月聴き取りアンケートを実施し、定期的に子ども会を開催し

て、子ども達の意見や要望を把握し、職員会議で報告して話し合い、速やかに解決できる

体制が整っている。意見箱を玄関に設置し、子どもの意見や要望が出し易い環境整備に取

り組んでいる。 

Ⅲ-１-(５) 安心・安全な養育・支援の実施のための組織的な取組が行われている。 

37 Ⅲ-１-(５)-① 安心・安全な養育・支援の実施を目的とするリスク

マネジメント体制が構築されている。 

b 

<コメント> 事故防止マニュアルを基に安全対策に取り組み、事故が発生した時の対応を

職員間で常に話し合い、事故を未然に防ぐ体制と発生した場合の速やかな対応に取り組ん

でいる。また、危険物の保管にも最善の注意を払い、数量や配備場所を定期的に確認して

いる。 

38 Ⅲ-１-(５)-② 感染症の予防や発生時における子どもの安全確保

のための体制を整備し、取組を行っている。 

a 

<コメント> コロナウイルス感染症やインフルエンザの予防と発生時の対応についてマニ

ュアル化し、空き室を活用して、発生時には職員が一丸となって、素早く安全に対応でき

る体制を確立させている。感染症対応マニュアルは、定期的に見直しを行っている。 



39 Ⅲ-１-(５)-③ 災害時における子どもの安全確保のための取組を

組織的に行っている。 

a 

<コメント> 非常災害を想定した避難訓練を毎月実施し、事業所が浸水想定区域に指定さ

れているので、地域や行政と常に連絡を取りながら、避難場所に子ども達が安全に避難出

来る体制を整えている。非常時に備えて非常食・飲料水の備蓄を 3日分用意している。 

 

 

Ⅲ-２ 養育・支援の質の確保 

 第三者評価結果 

Ⅲ-２-(１) 養育・支援の標準的な実施方法が確立している。 

40 Ⅲ-２-(１)-① 養育・支援について標準的な実施方法が文書化され

養育・支援が実施されている。 

b 

<コメント> 養育・支援の実施方法が文書化され、職員全員で共有し、子ども一人ひとり

に合わせた対応を実践している。子ども達の尊厳やプライバシーについても職員間で話し

合い、子ども達に配慮した支援を行っている。 

41 Ⅲ-２-(１)-② 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確

立している。 

a 

<コメント> 養育・支援の実施状況を定期的に確認し、サービスの質について、自立支援

計画書を職員が子どもと一緒に作成し、現状に即した計画の見直しが出来る体制を整えて

いる。 

Ⅲ-２-(２) 適切なアセスメントにより自立支援計画が策定されている。 

42 Ⅲ-２-(２)-① アセスメントにもとづく個別的な自立支援計画を適

切に策定している。 

a 

<コメント> 毎月担当者会議を開き、家庭支援専門相談員や心理士からの助言を受けて関

係者で養育の検討を行い、子ども一人ひとりに合わせた自立支援計画書を作成している。 

43 Ⅲ-２-(２)-② 定期的に自立支援計画の評価・見直しを行っている。 a 

<コメント> 自立支援計画の実施状況や目標達成状況を確認し、ＰＤＣＡサイクルで組織

としての見直し体制を確立し、月２回の運営委員会で自立支援計画の見直しを行い、養

育・支援の質の向上に取り組んでいる。 

Ⅲ-２-(３) 養育・支援の実施の記録が適切に行われている。 

44 Ⅲ-２-(３)-① 子どもに関する養育・支援実施状況の記録が適切に

行われ、職員間で共有化さている。 

b 

<コメント> ケース記録に関する記録容量を設け、養育・支援の質の向上を目指し、実施

状況や目標達成状況を確認し、職員間で意見交換を行い計画の見直しを検討している。 

45 Ⅲ-２-(３)-② 子どもに関する記録の管理体制が確立している。 a 



<コメント> 子どもの個人情報記録の保管、廃棄、情報の提供について、施設長から職員

に常に説明があり、個人記録の管理と情報漏洩防止の徹底に取り組んでいる。ホームペー

ジに子どもや保護者に対する個人情報の取り扱いについて説明文を掲載している。 

 

 

内容評価基準（24 項目） 

※「共通評価基準評価対象Ⅲ 適切な養育・支援の実施」の付加項目 

 

Ａ-１ 子どもの権利擁護、最善の利益に向けた養育・支援 

 第三者評価結果 

Ａ-１-(１) 子どもの権利擁護 

Ａ① Ａ-１-(１)-① 子どもの権利擁護に関する取組が徹底されてい

る。 

a 

<コメント> 権利擁護マニュアルを基に内部研修を行い職員が理解して、子ども一人ひと

りが尊重され、子どもの最善の利益に配慮した養育・支援が行われている。 

Ａ－１－（２）権利について理解を促す取組 

Ａ② Ａ－１－（２）－① 子どもに対し、自他の権利について正しい理

解を促す取組を実施している。 

b 

<コメント> 子どもの日々の暮らしや、学習する機会を通して、子ども達の権利について

理解出来るように説明し、自己や他者の権利を理解出来るように取り組んでいる。 

Ａ－１－（３）生い立ちを振り返る取組 

Ａ③ Ａ－１－（３）－① 子どもの発達状況に応じ、職員と一緒に生い

立ちを振り返る取組を行っている。 

a 

<コメント>子どもが自己の生い立ちについて、知りたいという気持ちを尊重し、子どもの

発達状況や年齢に配慮して伝える内容を関係者で慎重に検討しながら話している。心理士

を中心に、「身体の話」を子どもに伝え、性的虐待防止の取り組みを行っている。 

A－１－（４）被措置児童等虐待の防止等 

Ａ④ 

 

Ａ-１-(４)-① 子どもに対する不適切なかかわりの防止と早期発

見に取り組んでいる。 

b 

<コメント> 「いかなる場合にも暴力はしてはならない」ことを子ども全員に説明し、不

適切な関わり防止と早期発見に取り組んでいる。子ども達から施設長に伝えたい場合は、

意見箱を各所に設置して自由に意見が言える環境整備に取り組んでいる。権利擁護と虐待

防止についてスーパーバイザー指導の下で研修を行い、職員がレポートを提出し、不適切

な関わり防止と早期発見に取り組んでいる。 



Ａ-１-(５）支援の継続性とアフターケア 

Ａ⑤ Ａ-１-(５)-① 子どものそれまでの生活とのつながりを重視し、

不安の軽減を図りながら移行期の支援を行っている。 

a 

<コメント> 入所前に事業所見学や子どもと職員が面談し、体験入所を行い、子どもの不

安軽減に努めている。また、家庭復帰については、家庭支援専門相談員を中心に、子ども

や保護者と話し合いを重ね、アフターケアの支援も行っている。 

Ａ⑥ Ａ-１-(５)-② 子どもが安定した社会生活を送ることができるよ

うリービングケアと退所後の支援に積極的に取り組んでいる。 

b 

<コメント> 自立支援コーディネーターを配置し、自立後の生活を想定してリービングケ

アに取り組み、退所後も家庭支援専門相談員を中心にアフターケアを行い、児童相談所と

連携して子どもが社会生活にとけ込める支援体制を整えている。 

 

 

 Ａ-２ 養育・支援の質の確保 

Ａ-２-(１) 養育・支援の基本 

Ａ⑦ Ａ-２-(１)-① 子どもを理解し、子どもが表出する感情や言動をし

っかり受け止めている。 

a 

 

<コメント> 子どもの生育歴や生い立ちを心理士と職員が話し合って整理し、子どもの感

情や言動を受け止め、子どもと一緒に課題解決に向き合っている。心理士が子ども全員と

面接を行い(月１～３回)生活に関する事や家族、学校の事なども相談しやすい体制を整え

ている。 

Ａ⑧ Ａ-２-(１)-② 基本的欲求の充足が、子どもと共に日常生活をいと

なむことを通してなされるよう養育・支援している。 

a 

<コメント>  子どもが抱えている生理的欲求と心理的欲求が満たされる過程を大切に

し、子どもと職員が信頼関係を築き、秩序ある範囲で子どもの意思を大切にしている。子

ども一人ひとりのプライバシーが保てるように新築ユニットでは個室化、小規模施設でも

個室を提供している。 

Ａ⑨ Ａ-２-(１)-③ 子どもの力を信じて見守るという姿勢を大切にし、

子ども自身が自らの生活を主体的に考え、営むことができるよう支援

している。 

a 

<コメント> 子どもの成長過程の中で、つまずきや失敗を経験し、それを乗り越えていく

子どもの様子を、職員が信じて見守る体制を整えている。また、法定基準を上回る職員配

置で、子ども一人ひとりの様子を把握して見守る体制を築いている。 

Ａ⑩ Ａ-２-(１)-④発達の状況に応じた学びや遊びの場を保障している。 a 



<コメント> 子どもの学びや遊びは、年齢や発達状況で異なるので、児童相談所や専門機関と

協力して、可能なニーズに取り組み、子どもの学びや遊びの場を提供している。自立支援計画

書は児童相談所と担当者会議を年２回実施し、養育・支援に反映させている。 

Ａ⑪ Ａ-２-(１)-⑤ 生活のいとなみを通して、基本的生活習慣を確立す

るとともに、社会常識及び社会規範、様々な生活技

術が習得できるよう養育・支援している。 

b 

<コメント> 職員は毎週子ども達と集会を行い、子どもと職員の関係性を基盤とし、社会

常識や社会規範、生活技術を習得し、秩序ある生活環境を整えて子どもが責任ある行動が

とれる支援に取り組んでいる。 

Ａ-２-(２) 食生活  

Ａ⑫ Ａ-２-(２)-① おいしく楽しみながら食事ができるよう工夫してい

る。  

a 

<コメント> 食事が美味しく食べられるように、嗜好調査や残食調査を行い、子ども同士

や職員と談笑しながら楽しい食事風景である。年齢や個人差に合わせて食事が生活のリズ

ムになる様に取り組んでいる。栄養士が中心になり、子どもの嗜好を把握しておやつや食

事作りを定期的に行っている。 

Ａ-２-(３) 衣生活 

Ａ⑬ Ａ-２-(３)-① 衣類が十分に確保され、子どもが衣習慣を習得し、

衣服を通じて適切に自己表現できるように支援している。 

a 

<コメント> 子どもの身だしなみに配慮し、衣服を通じて自己表現が出来るように支援

し、職員の支援で、子どもが自分で衣服を購入できる取り組みを行っている。衣類は生活

上の習慣として自室での管理や整理を行えるように職員が子ども達に指導している。 

Ａ-２-(４) 住生活 

Ａ⑭ Ａ-２-(４)-① 居室等施設全体がきれいに整美され、安全、安心を

感じる場所となるように子ども一人ひとりの居場所を確保してい

る。 

b 

<コメント> 子どもを取り巻く住環境が整備され、子どもと職員が毎月清掃を行い、清潔

で安全、安心の環境の中で子どもが居心地よく暮らせる事業所を目指している。小規模ユ

ニットが完成し、個室で子どもが自分で管理できるように支援し、プライバシーに配慮し

た生活を保障している。 

Ａ-２-(５) 健康と安全 

Ａ⑮ Ａ-２-(５)-② 医療機関と連携し、一人ひとりの子どもに対する心 

身の健康を管理して、必要がある場合は適切に対応している。 

b 



<コメント> 子どもの健康状態を嘱託医や栄養士、職員と話し合い、病気やケガ、心の悩

み、対人関係等の問題を注意深く聴き取り、子どもの心身の健康管理に取り組んでいる。 

Ａ-２-(６) 性に関する教育 

Ａ⑯ Ａ-２-(６)-① 子どもの年齢・発達の状況に応じて、他者の性を尊

重する心を育てるよう、性についての正しい知識を得る機会を設け

ている。 

b 

<コメント> 子どもの年齢や発達段階に応じて、NPO法人に依頼して小学生を中心に、性

に関する教育を行い、性について子どもが正しい知識を得る機会を設けている。 

Ａ-２-(７) 行動上の問題及び問題状況への対応 

Ａ⑰ Ａ-２-(７)-① 子どもの暴力・不適応行動などの行動上の問題に対

して、適切に対応している。 

b 

<コメント> 子どもが行動上の問題を起こした場合は、問題行動を起こす背景や原因を究

明し、子どもが訴えたいことを受容し、子どもの心を傷つけず、他の子どもの安全対策に

配慮している。事業所内の死角となる場所の見回りや職員間の情報共有で問題が発生しな

いように取り組んでいる。 

Ａ⑱ Ａ-２-(７)-② 施設内の子ども間の暴力、いじめ、差別などが生じ

ないよう施設全体で取り組んでいる。 

b 

<コメント> 日ごろから子どもと職員の信頼関係構築に取り組み、事例検討会や CSP研修

を行い、子どもの暴力、いじめ、差別等が生じないように、日頃から他者に対する接し方

を子ども達と話し合い、発生した場合の対応も職員間で話し合っている。 

Ａ-２-(８) 心理的ケア  

Ａ⑲ Ａ-２-(９)-① 心理的ケアが必要な子どもに対して心理的な支援を 

行っている。 

a 

<コメント> 心理士による治療プログラムを実施し、心理士を２名配置して心理的ケアが

必要な子どもには、心理支援が行える寄与室を整備し、カウンセリングを行い、心理的困

難が解決できるように取り組んでいる。 

Ａ-２-(１０) 学習・進学支援、進路支援等 

Ａ⑳ Ａ-２-(９)-① 学習環境の整備を行い、学力等に応じた学習支援を 

行っている。 

b 

<コメント> 進学、就職に関わらず、支援が必要と思われる子どもには、社会資源と連携

を図り、各学校と常に連携を取りながら、子どもの夢に向けた支援を行い、学習塾に通

い、子どもが目標を立てて頑張れる環境整備に取り組んでいる。 

Ａ○21 Ａ-２-(９)-② 「最善の利益」にかなった進路の自己決定ができる b 



よう支援している。 

<コメント> 子どもの進路選択は子どもの希望を最優先にして、保護者、学校、児童相談

所と連携し、子どもの不安解消の支援に取り組み、子どもの最善の利益を考慮し、納得の

いく進路決定の支援を行っている。 

Ａ○22 Ａ-２-(９)-③ 職場実習や職場体験、アルバイト等の機会を通し

て、社会経験の拡大に取り組んでいる。 

b 

<コメント> 高校生には社会体験として積極的に職場体験や実習の受け入れ、アルバイト

を奨励し、体験を通して自立に向けた巣立ちに取り組み、社会の仕組みやルールを実感で

きる支援を行っている。アルバイトで得た賃金は事業所で管理し、使い道については職員

と話し合って決める等の支援に取り組んでいる。 

Ａ-２-(１０) 施設と家族との信頼関係づくり 

Ａ○23 Ａ-２-(１０)-① 施設は家族との信頼関係づくりに取り組み、家族

からの相談に応じる体制を確立している。 

a 

<コメント> 家庭支援専門相談員を中心に、保護者や子どもとの関係を調整し、児童相談

所と連携を図り、保護者の意向を把握して、家族再構築を目指し、面会や外出、外泊の支

援に取り組んでいる。 

Ａ-２-(１１) 親子関係の再構築支援 

Ａ○24 Ａ-２-(１２)-① 親子関係の再構築等のために家族への支援に積極 

的に取り組んでいる。 

a 

<コメント> 児童相談所と常に連携して情報を共有し、親子面会が安心して出来る面会室

を設けている。親子関係の再構築を目指し、面会や外出、外泊を重ね、家庭支援専門相談

員を中心に児童相談所のケースワーカーと連携し、退所後の家庭訪問を行う等、事業所全

体で取り組みを行っている。 

    

 

 


